
 

 

 

 

 

 

 

 

☆二学期 終業式 校長先生のお話・・・年が明けてしまってからの掲載ですみません。 

 ８２日間という長い２学期が終わります。２学期を振り返ってみましょう。 

さて、２学期の始業式に２学期のめあてとして今までの学習に＋１をして「探究」的に学んでほしいとい

う話をしました。具体的には、自ら課題を設定し、解決のためにいろいろ試し、考え、問題を解決してほ

しい、ということを話しました。みなさん、授業についてどのようなイメージをもっているでしょうか。

今までの授業イメージは、先生が説明をして生徒が聞いてみんなで同じ問題を解く。というスタイルが多

かったと思います。しかし、探究的に学ぶために、先生たちもいろいろな授業の形に挑戦しています。例

えば、課題に対して、クロムブックや本を使って個人で課題を解決していく。単元の中の２，３時間を自

分で決めた調べたい事を自分でまとめていく学習、グループや数人で、友達と考えを出し合いながら情報

交換し、課題を解決していく学習、更には外部の人から教えてもらう学習など、いろいろなスタイルで学

習をしてきました。大切なことは、この時間に自分が解決したいことは何かをはっきりさせて学習するこ

とです。そのスタイルは先ほどから言っているように、先生が説明して理解する学習もあれば、一人一人

が課題を決めて解決する学習もあるし、友達と協力して課題を解決する学習もあります。２学期は皆さん

が積極的に課題に向かって動く授業が多くなってきたと感じました。３学期はさらに課題をとことん追求

する姿を期待します。 

さて、明日から冬休みです。この休みに気を付けることを話します。 

それは、メディア機器の使用についてです。パソコンやタブレットを使って 

学習をする人もいるかと思いますが、紙の本を黙って読んだり声に出して読 

んだりしているときと、動画を見ているときの脳の様子を比較すると、紙の 

本を黙って読んだり、声に出して読んだりしているときの方が、脳が働いて 

いるという研究結果があります。この研究から、できるだけ、紙のものを読 

んだり、実際に書いたりすることが脳の活性化につながるということがわか 

ります。また、わからないことをスマホで調べた時と、辞書や本で調べた時の脳の活動も明らかに、紙の

辞書を使った方が、脳が働いていることがわかっています。 

また、学習の仕方について、中学生、高校生、大学生にアンケートをとりました。内容は「ながら勉強

をしていますか？」という質問です。何パーセントぐらいの人がながら勉強をしていると思いますか？ 

ながら勉強というのは勉強しながら音楽を聴くなど、ほかのことを一緒にしてる勉強のことです。結果は

なんと８７％の人がながら勉強をしていました。すごい割合ですね。ほとんどの人がながら勉強をしてい

るということです。驚きました。五中の皆さんはどうでしょうか？ 

もっと具体的に調べてみました。中学１年生から３年生の 25016 人に聞 

いた結果、音楽を聴きながらの人が 65.1％、動画を見ながらが 43.3％ライ 

ンなどの通信アプリをしながらの人が 42.7％、ゲームをしながらの人が 

34.8％という結果でした。この割合を合計すると 185％となります。 

本当は 100％となるはずですが、これは複数のアプリをしながら学習をして 

いる人がたくさんいるという結果です。「音楽を聴きながら勉強した方がはか 

どる」という人もいるかもしれませんが、ながら勉強をしていると学習成績 

がどうなるかというデータもあります。 

ラインなどの通信アプリをしながら勉強する人としない人のテストの結果を比較してみると、しない人

だけが平均点を上回っています。時々使っていても、ながら勉強では成績が上がらないことが証明されて

います。今後の自分の学習の仕方の参考にしてください。 

ここで皆さんにお知らせがあります。２年１組の女子バレー部のＴ．Ｍさんですが、昨日から大阪で行

われているジュニアオリンピックカップの全国都道府県対抗中学バレーボール大会に長野県代表として参

加しています。頑張ってほしいと思います。 

最後に、いつも言っていますが、長い休みの合言葉は「目のあいているときは勉強、寝ているときは記

憶」です。いろいろなことに関心を向けて、生活リズムを崩さずしっかり眠る。そんな充実した休みにし

てください。では１月８日元気な挨拶を交わしましょう。 
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２学期終業式 代表生徒の発表より 
「二学期がんばったこと」                     １年３組 Ｉ．Ｓさん 

 私が二学期がんばったことは二つあります。 

 一つ目は、鳳祭の小運動会です。私はもともと縄跳びが苦手です。なので、初めての練習のときは、

「あしをひっぱらず、上手にとぶことができるかな？」など不安しかなかったですが、クラスで練習を

重ねていくうちに、たくさんとぶことができるようになっていき、仲間と一緒に何かをなしとげるこ

とのすばらしさを知ることができました。リレーでは、タイムがのびたりちぢんだり、前日まで不安定

でしたが、本番ではクラスみんなで良い走りができてよかったです。 

 二つ目は、部活動です。私は吹奏楽部に所属しています。鳳祭一週間前ぐらいから前日にかけて、サ

ントミューゼに行って練習を積み重ねてきました。限られた時間で、聴いている人がどれだけ楽しく、

嬉しい気持ちになってもらえるかを考えながら練習をしてきました。連続で吹くところもあって大変

だったけれど、あっという間に終わってしまいました。三年生の先輩方との最後のステージを楽しく

締めくくることができて、よかったです。 

 二学期はテストもたくさんあって大変な学期でしたが、悔いのない毎日を過ごすことができてよか

ったです。そして、三学期にがんばることは、勉強です。三学期はテストが一回しかないので、テスト

範囲も広いです。なので、冬休み中に予習・復習をしっかりして、三学期に良いスタートがきれるよう

にがんばっていきたいです。 

 

「２学期を振り返って」                      ２年３組 Ｙ．Ｙさん 

 僕は２学期を振り返って課題に残ったことと頑張ったことがあります。 

 課題に残ってしまったことは、勉強です。２年生になりだんだんと苦手な教科がでてきてしまいま

した。テストでもその教科の点数が下がってしまい、総合点も下がってきてしまいました。なのでこ

れから自分が受験生だという自覚を持ち、授業でやったことを家でしっかり復習し、苦手な教科への

苦手意識をなくしていけるように頑張っていきたいです。 

 頑張ったことは、委員会の活動です。 

僕は、２年生の１年間、体育委員として活動をしてきました。体育委員会では、校庭の見回りや、

鳳祭の小運動会の運営をしてきましたが、積極的に活動できたと思います。僕は来年からルーム長会

長です。まだやったことのない委員会なのでとても不安な気持ちがあります。自分が長としてみんな

を引っ張りまとめていくことができるか心配ですが、今までしてきた行動や、自分らしさをだしてよ

りよい委員会にしていきたいと思います。 

課題に残ってしまったことは、これから精一杯努力し、頑張れたことは、これからも続けていける

ように努力していきたいと思います。 

 

「二学期の成長」                         ３年３組 Ｓ．Ｍさん 

 私はこの三年の二学期の中で、成長に繋がったと思う出来事が二つあります。 

 一つ目は鳳祭です。私は、一・二学年の時に、毎日学校に来れない、いわゆる不登校でした。その

ため、鳳祭も、見に行くことはしたけど自ら合唱コンクールや小運動会に参加することはしませんで

した。なので自ら参加することができた三年の鳳祭は、私にとって特別なものとなりました。初めて

の合唱コンクールではアルトパートとなり、ベストオブ鳳賞を目指し、全力で練習に取り組みまし

た。小運動会では、良い結果を残すために、仲間のために努力しました。運動が苦手な私にとって、

小運動会はあまり乗り気になれるものではありませんでした。ですが、団結力がある三年三組の中

で、全校一位を目指すクラスの仲間に、迷惑をかけることはできないという一心で、学校の体育の時

間はもちろん、家でも縄跳びの練習をし、体力を増やすために努力をしました。その努力が実り、大

繩ではクラスで全校一位をとることができました。たとえ自分には難しいと思うことがあっても、仲

間が頑張る理由になった、仲間のおかげで頑張ることができた鳳祭でした。 

 二つ目は総合テストです。三年の二学期になり、受験に向けて総合テストが始まりました。テスト

が難しくなり、思うように点数が上がらず、モチベーションが下がってしまうこともありました。そ

んな中、「受かるしかないから頑張ろ」と励ましてくれる友達がいました。お互いにモチベーション

を上げ合い、日々勉強を頑張ることで、少しずつ点数を上げていくことができました。最初と比べれ

ば点数は上がってきているので、確実に成長していると感じています。 



この二つの出来事には、仲間の存在が大きく関わっていたと思います。仲間がいたからこそ、私は

成長することが出来ました。一年のときから支えてくれている人、いつも励ましてくれる人、いつも

仲良くしてくれる人、いつも優しくしてくれる人、そんな仲間の存在を大切にし、進路実現に向けて

頑張っていきたいです。そして、三学期は卒業に向けて、仲間との思い出を大切にしながら一日一日

を過ごしていきたいです。 

 

学校ホームページをご覧ください。 
学校ホームページにて、生徒の「＋１」の姿を写真やスライドショーで紹介しています。 

ぜび、ご覧ください。最近の主な記事を紹介します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

最新の記事から 

新校名板が完成 
創立五十周年記念事業で、 

第十六代校長樋口克彦先生が 

書かれた校名板を修復してい 

ただきました。 

文字はそのままで彫っていた 

だきました。立体感のある美 

しい文字で生まれ変わった 

校名板。お立ち寄りの際には 

ぜひご覧ください。 

新校舎移転時には新しい玄関 

に設置されます。 



生徒総会・生徒会新旧役員引継 ～３年生から２年生へ 新しい一歩 ～ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 １２月１７日、第二回生徒総会が行われました。４月からの活動について，成果と課題，次期生徒

会に引き継ぐこと，会計の中間報告などが報告されました。各委員会の発表に対してたくさんの会員

が質問や意見を述べ，役員が応えました。「令和６年度生徒会活動報告」「令和６年度会計中間報告」

の議案は，賛成多数で承認されました。続いて，金井新会長から新役員が発表され承認されました。 

３年生役員から新役員にファイルの引き継ぎがありました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

最後に，依田会長が退任の挨拶で感謝を伝え，３年生役員に大きな拍手が贈られました。 

この一年間，昨年に引き続き、全校で集まる機会が取れない等、様々な制限があるなか，「現校舎

最後の・・・＋１」を意識し、よりよい学校づくりをめざしてくれた生徒会。見事でした。この生徒

会の姿，この３年生の姿を見て，新会長の金井さんをはじめ，新役員の皆さんも生徒会の一員として

一緒に活動する中で，先輩たちの姿を身近に感じその偉大さを実感していたと思います。恐らく同じ

ような思いを，１・２年生の全員がもっているのではないでしょうか。３月にはいよいよ、新校舎へ

の引っ越しがあり、新しい校舎での生活がスタートします。３年生の築きあげた伝統が，確実に１・

２年生の心の中に受け継がれています。新校舎での新しい学校づくりに向けて、準備の３学期。 

２年生を中心に、どんな学校をつくっていってくれるか楽しみです。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

感染予防のお願い 
12月 25日に、長野県内に「インフルエンザ警報」が発表されていて、今後しばらくは患者の増

加傾向が続くとして、外出後の手洗いや室内の換気、それに、マスクの着用などで基本的な感染対策

を行うよう呼びかけています。 

３学期が始まりましたが、五中でもインフルエンザ、新型コロナウイルスの罹患者が出ています。 

３年生はいよいよ受験シーズンに入ります。感染症にかからない、うつさないための対策をお願いし

ます。また、具合が悪い場合は、早めに医療機関を受診するようお願いします。 


